
2.　競技委員会の裁定

　　スタート前の練習は１人１コイン（25球）を限度とする。

3.　スタートの呼出しは行わないので、各自5分前までには
　　ティーイングエリア付近に待機する事。

4.　プレーの進行に留意し、先行組みとの間隔を不当に空けない様に
　　注意する事。プレーを不当に遅らせた場合は、ペナルティーを
　　課すことがある。

5.　コース内では、携帯電話及びスマートホンの使用は禁止とする。

6.　 球を捜し始めて3分以内に見つける事が出来なければ紛失球となる。

7. 　救済を受ける場合、球の取替えは常に認められる。

8.　距離測定器は高低差表示も含め使用できるが、音声は出ない様に
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【　競　技　の　条　件　】
1.　ゴルフ規則

《開催日》　2026年1月29日　（木）
《場　所》　鹿北ゴルフ倶楽部

3.　競技終了時点

　　日本ゴルフ協会ゴルフ規則（2023年1月施行）及び本競技ローカルルールを

　　競技委員会は競技の条件を修正する権限を有し全ての事柄において委員の
　　裁定は最終である。

　　本競技は競技委員長により、成績表にサインが記入された
　　時点をもって終了する。　

2.　アウト・オブ・バウンズの境界は白杭をもって標示する。
3. 　1番ホールと9番ホールを分けているＯＢライン、及び２番ホールと３番
　　ホールを分けているＯＢラインは、現在プレーしているホールから

　　セクション8、ローカルルールひな型　Ｇ－3適合球リストを適用
11.　ホールとホールの間での練習禁止
　　セクション8、ローカルルールひな型　I－2を適用

10.　使用球の規格

　　しておくこと。

　　反対側へ球が越えた場合はＯＢとする。

　　ハーフターン待ち時間の練習はパター「指定練習グリーン」のみとする。
12. プレーの中断と再開
　＊　プレーの中断については、ゴルフ規則5.7に従って処置する事。
　＊　プレーの中断・再開は、競技委員及びナビゲーションにより伝達する。
13. 荒天や日没等により、前半9ホールでの競技成立の場合がある。

　　　　　　　　　　　　　競技委員長  喜田　友幸

2.　練習は指定練習場にて行い、打放し練習場において

　　適用する。

4.　修理地は青杭又は白線もってその限界を標示する。
5.　レッドペナルティーエリアは赤杭をもってその限界を標示する。
6.　コース内の舗装道路及び敷設されたマット・排水溝・給水栓・
　　樹木の支柱等の人工の構造物は、「動かせない障害物」とする。
7.　カート道路に隣接する排水溝・輪だちで出来た裸地は道路の一部とみなす。
8.　グリーンに近接する動かせない障害物【スプリンクラー等】は、F-5を適用
9.　使用クラブの規格
　  セクション8、ローカルルールひな型Ｇ－1適合ドライバーヘッドリストを適用

【　ローカル　ルール　】

1.　使用ティは、コンペティションティとする。

【　注　意　事　項　】

　　スターティングホールに掲示する。
1.　競技の条件やローカルルールに追加、変更のある場合は、


